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ＬＮＧサテライト設備の集大成ＬＮＧサテライト設備の集大成
熱源一体型LNG気化器熱源一体型LNG気化器

320件の実績！

現地工事の工期短縮
設備スペースの縮小

熱源機器の点検短縮
熱交換効率の向上
電力使用量の削減削減分

25%

法定点検
２５％

推奨点検
２８％

諸経費
7%

燃料・電気
15%

機器類
50%

削減分
20%

設備工事
15%

基礎工事
9%

諸経費
5%

の削減！
※当社施工実績比

20%約

の削減！
25%約

  熱源一体型
▶熱源設備

不要
  熱源一体型

▶熱源設備
不要
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ＴＩＩＳ（産業安全技
術協会）ＴＩＩＳ（産業安全技
術協会）

ゾーン２防爆
対応▶

ゾーン２防爆
対応▶ 防爆評価審

査受審防爆評価審
査受審

特許出願中

イニシャルコスト削減 !3
工事の期間短縮や、設備スペースを縮小できることで、初期費用の削減が可能になります。

ランニングコスト削減 !4
熱源設備が不要なことから、定期的にかかる費用の削減が可能になります。

LNGサテライト設備
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圧倒的な省スペース !1

現地工事期間の大幅短縮を実現 !2

貯槽

バーナー 排気ガス

熱交換器

燃焼ガス

ブロワ 水槽

燃焼空気

燃料ガス NG

LNG

給　水

気化ガス

LNG

Ｍ

電気設備は全て防爆検定品を使用
火気設備はTIIS(ゾーン2)防爆評価審査受審

気化ガスの一部を
バーナー燃料に使用

気化能力：900kg/h

排気筒

従
来
は…

駐車場4台分（5.5m×8.5m）のスペースでLNGサテライト設備の建設が可能になります。

熱源設備エリア
不要！

現地での工事期間は、従来の1/3に。 約2週間での設置が可能になります。

15日間 1～1.5ヵ月

LNGサテライト設備

LNGサテライト設備

熱源一体型だから熱源設備が不要
温水ボイラ・温水ポンプ・温水配管が不要

LNG蒸発コイル、熱源コイル、制御機器、圧力調整弁を集約

熱源設備の増設・改造が不要

ゾーン2（第2類危険個所）防爆対応

コンパクトな複合気化器

増設が容易
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αORNADOT の特徴 αORNADOT 採用によるメリット

産業安全技術協会（TIIS）防爆評価審査受審

気化能力

外形寸法

6,000kg
ゾーン２

900kg/h

Φ1612×3100H
（水槽部）

諸元αORNADOT

の採用で…
αORNADOT

防爆対応により
サテライト設備内に

熱源・附帯設備を
集約可能！

火気設備としての
離隔距離が必要

障壁築造による
離隔距離の緩和

3分の2を
短縮！

省スペース
を可能に！

サブマージドコンバスション式LNG気化装置

従来の現地工事日数1.5～2ヵ月

工事期間は
約2週間

ガス供給 ガス供給
従来より1ヵ月以上早くガスが供給できます。

従来αORNADOT

αORNADOT

LNG輸入基地において
採用されている
SCV（サブマージドコンバスションベーパライザー）と
同様の気化方式です。

αORNADOT は

運転重量
設置場所

竜巻状のLNG蒸発コイルと熱源コイルの多重・多層化
により、コンパクトな気化器・サテライト設備を創り、
LNG業界に旋風を巻き起こす。

（トルネード）ORNADOT ＝竜巻、旋風


